
 勝山　拓（海１２期）氏の講話要旨
「防大生とロマン」

１  自己紹介
   ・  着校時の思い出
        われはどこからきたんじゃ・・・・田舎じゃのう・・・ 槙校長から校長訓戒を頂いたこと

２  防大を選んだ諸君への敬意の表明

３  防大卒業生に対する国民の期待（敬意）
   ・  自衛隊の各部隊のリーダーとして強い部隊を練成し、抑止力を高めるとともに事あれば国家の
安全のため率先して献身すること

         このために努力している姿に国民は敬意を払う。
  ・  国際的な信頼が得られるような立派な自衛隊のリーダー
　 （槇先生の教え）
   　　   英国流のゼントルマン教育
        　  知性（教養）、勇気、リーダーシップ、献身

４  防大生とロマン
  ・  ほかにない環境下で同年代の他の人には出来ないことに挑戦できる。
       学問（人文、工学、防衛学）、訓練、体育、学生舎生活
  ・  いままで見てきた、あるいは体験してきた世界と全く違う世界がある。
        日本（人）再発見・・・・・休暇が楽しみ
        外国軍人等との交流を通じ外から日本を見ることができる。
 ・  クラスメイトとともに切磋琢磨し、共通の価値観をはぐくみ合える。
       一人では困難なことでも、共に苦しみ悩む仲間がいればぶつかっていける。  

 ・  リーダーシップとフォローワーシップ

５  助  言
 ・  ユーモアの感覚を磨くこと。（せめて理解するセンスでも）
       クイーンエリザベスⅡ世と「かしま」艦長のユーモア
 ・  モラトリアムに安住しないこと。
 ・  広い視野と論理的思考力


